
は
じ
め
に

去
る
平
成
二
七
年
三
月
五
日
に
港
道
隆
教
授
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
甲
南
大
学
に
と
っ
て
、
ま
た
思
想
界
全
体
に
と
っ
て
も
、
あ
ま
り
に

も
惜
し
い
方
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

港
道
教
授
は
、
当
人
間
科
学
研
究
所
の
平
成
一
四
年
の
創
設
の
起
点
か

ら
ご
尽
力
さ
れ
、
臨
床
心
理
学
、
医
学
と
い
う
臨
床
実
践
を
担
う
学
問
と
、

哲
学
、
倫
理
学
を
含
む
人
文
・
社
会
諸
科
学
と
が
連
携
し
、
現
代
人
の
心

の
危
機
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
同
研
究
に
取
り
組
む
と
い
う

他
に
類
を
見
な
い
体
制
の
基
盤
を
創
り
上
げ
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
平

成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
ご
体
調
を
崩
さ
れ
る
平
成
二
五
年
九
月
三
〇

日
ま
で
人
間
科
学
研
究
所
長
を
務
め
ら
れ
、
文
字
通
り
こ
の
共
同
研
究
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
私
た
ち
を
導
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

平
成
二
五
年
よ
り
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
研
究
所
が
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た

｢

良
き
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
に
向
け
て

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

な
か
で
の
実
践
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築｣

は
、
港
道
教
授
が
中
心
と
な
っ

て
立
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
港
道
隆
教
授
追
悼
特
集
号
と
し
て
本
号
で
は

そ
の
概
要
を
ま
と
め
、
研
究
成
果
報
告
の
一
環
と
し
て
の
投
稿
論
文
を
掲

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
、
港
道
教
授
が
立
案
さ
れ

た
際
に
書
か
れ
た
ま
ま
に
掲
載
し
、
港
道
教
授
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、

跡
を
継
ぐ
べ
き
私
た
ち
が
目
指
そ
う
と
す
る
方
向
を
確
認
し
、
決
意
を
新

た
に
す
る
礎
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
意
義

高
度
成
長
が
終
焉
し
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
な
が
ら
、
国
際
的
に
は
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
浸
透
が
、
大
規
模
災
害
と
あ
い
ま
っ
て
様
々
な

不
安
を
生
み
、
そ
の
対
抗
策
と
し
て
オ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
臨
床
心
理
と
芸
術
に
よ
る
実

践
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
寄
与
を
具
体
化
す
る
。

本
学
の
教
育
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
思
想
・
環
境
・
芸
術
教
育
へ
と

反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、
臨
床
心
理
士
資
格
第
一
種
指
定
を
早
く
か
ら
受
け

た
人
間
科
学
専
攻
に
お
け
る
専
門
家
養
成
と
、
甲
南
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

3

川
田

都
樹
子

｢
良
き
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
に
向
け
て

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
の

実
践
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築｣

港
道
隆
教
授

追
悼
特
集
号
に
寄
せ
て

人
間
科
学
研
究
所
長



グ
セ
ン
タ
ー

(

心
理
臨
床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
と
学
生
相
談
室)

で

の
臨
床
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
る
。

こ
れ
ま
で
形
成
し
て
き
た
理
論
面
・
実
践
面
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
強
化
・
拡
大
し
、
地
域
で
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

｢

サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル｣

｢

主
体
形
成｣

｢

危
機｣

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
新
た

な
問
題
設
定
を
行
な
う

＜

三
つ
の
テ
ー
マ＞

１

｢

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
記
憶
の
あ
り
方
を
核
に
し
た
理
論
的
・
実
践

的
研
究｣

２

｢

主
体
表
象
の
危
機
と
感
性
的
経
験
の
現
在｣

３

｢

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
な
共
同
性
の
民
主
的
再
興｣

―
１
、
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
記
憶
の
あ
り
方
を
核
に
し
た
理
論
的
・

実
践
的
研
究

阪
神
地
区
に
お
い
て
子
ど
も
時
代
に
太
平
洋
戦
争
を
経
験
し
た
人
々
の

意
識
調
査
と
疎
開
体
験
調
査
。
そ
れ
を
も
と
に
心
理
学
的
分
析
と
歴
史
学

的
分
析
を
行
な
う

(

地
域
の
学
童
疎
開
史
料
集
を
編
纂)

。

ト
ラ
ウ
マ
的
記
憶
の
整
理
を
行
う
心
理
療
法
実
践
研
究
を
並
行
し
て
行

い
、
両
者
の
相
互
刺
激
を
図
る
。

一
五
年
間
に
お
よ
ぶ
父
親
の
子
育
て
に
関
す
る
研
究
や
、
親
子
の
愛
着

形
成
を
め
ぐ
る
研
究
を
深
め
る
。

�

心
理
療
法
に
お
け
る
記
憶
の
ア
プ
ロ
ー
チ

4

自己表象

老いと生死概念図

サヴァイヴァル

形成危機

2.感性的経験の現在

3.民主主義の再興

1.ライフヒストリーと記憶

ジェンダー

発達(障害)

子育て支援(愛着)

いじめ介入

トラウマ治療

戦争(暴力)

自己責任(罪悪感)

過疎化

差別・格差

グローバリゼーション 対抗グローバリゼーション

市民

環境教育

エンパワーメント

ナショナリズム

集合的トラウマ

メディア

創造力

6



�
N

E
T
(

N
arrativ

e
E

x
p

o
su

re
T

h
e

rap
y)

�

身
体
志
向
ア
プ
ロ
ー
チ

�

認
知
行
動
的
ア
プ
ロ
ー
チ

�

子
ど
も
時
代
、
子
育
て
体
験
に
関
す
る
研
究

�

Ｃ
Ｏ
Ｓ

(
安
全
感
の
輪)

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
子
育
て
応
援
講
座

(

養
育
者
対
象)

�

父
親
の
子
育
て
支
援

�

学
校
適
応
支
援

�

子
ど
も
時
代
の
戦
争
体
験
の
研
究

�

心
理
学
的
観
点
Ｉ
Ｔ
Ｔ

�

歴
史
学
的
観
点
、
史
料
集
の
発
行

―
２
、
主
体
表
象
の
危
機
と
感
性
的
経
験
の
現
在

本
研
究
所
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

｢
芸
術
学
と
芸

術
療
法
の
共
有
基
盤
確
立
に
向
け
た
学
際
的
研
究｣

の
成
果
を
引
き
継
ぐ
。

心
理
臨
床
領
域
の
研
究
者
と
芸
術
学
研
究
者
と
の
学
際
的
な
共
同
を
進

め
な
が
ら
、
芸
術
創
造
行
為
に
お
け
る
自
己
像
の
変
化
へ
と
問
題
点
を
明

確
化
す
る
。

�

芸
術
史
お
よ
び
芸
術
理
論
の
方
法
論
と
し
て
の
自
己
像
の
再
考
。

芸
術
制
作
者
の
自
伝
的
過
去
が
作
品
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ど
の
よ

う
に
変
容
す
る
か
、
近
代
美
術
・
文
学
お
よ
び
音
楽
の
事
例
を
比
較
検
討
。

�

臨
床
心
理
学
上
の
支
援
の
一
側
面
と
し
て
の
自
己
表
象

精
神
科
病
院
の
精
神
病
患
者
や
認
知
症
患
者
を
対
象
に
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ

療
法
と
ソ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
実
践
し
て
表
情
解
析
を
行
い
デ
ー

タ
を
収
集

�

メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
容
を
読
み
解
く
視
点
と
し
て
の
自
己
感

メ
デ
ィ
ア
や
主
体
的
な
参
加
を
求
め
る
作
品
形
態
の
浸
透
に
よ
っ
て
、

制
作
・
鑑
賞
行
為
の
内
で
自
己
を
経
験
す
る
意
味
そ
の
も
の
が
変
化
し
て

い
る
状
況
を
考
察

―
３
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
な
共
同
性
の
民
主
的
再
興

政
治
・
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
生
む
否
定
的
効
果
を
検
証

し
、
世
界
各
地
に
広
が
る
オ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
運
動
、

ロ
ー
カ
ル
な
生
活
圏
の
再
編
を
考
察
す
る
。

臨
床
実
践
と
芸
術
活
動
、
お
よ
び
歴
史
研
究
を
統
一
的
に

｢

技
芸｣

(

ア
ー
ト)

と
し
て
捉
え
て
、
地
方
共
同
体
の
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
へ
の
支

援
と
支
援
の
視
点
か
ら
の
凛
論
的
問
題
点
の
摘
出
を
試
み
る
。

心
理
療
法
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
世
界
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
向
を

分
析
す
る
。

(

オ
ル
タ
ー
・)

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
お
け
る
新
た
な
民

主
化
の
可
能
性
を
、
歴
史
学
的
お
よ
び
思
想
的
に
考
察
す
る
。

�

ロ
ー
カ
ル
な
も
の
の
再
構
築
に
向
け
て

臨
床
心
理
に
よ
る
過
疎
地
医
療
の
支
援
を
通
し
て
、
歴
史
学
、
芸
術
に

連
携
の
可
能
性
を
模
索

5



�

心
理
療
法
の
国
際
的
環
境
変
化
と
そ
の
地
政
学
的
力
動
の
分
析
を

行
う
。

フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た
精
神
分
析
バ
ッ
シ
ン
グ
に
注
目
し
、
心
理
療
法

の
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
主
義
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
働
い
て
い
る
諸
々
の
力

を
理
論
的
に
吟
味
す
る
。

�

来
る
べ
き
民
主
主
義
の
可
能
性
を
探
る
。

ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
を
浮
き
上
が
ら
せ
た
上
で
、
国
内
的
、
国
際
的
を

問
わ
ず
、
新
た
な
民
主
化
の
可
能
な
様
態
を
模
索
す
る
。

付
記以

上
は
、
港
道
教
授
が
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
学
内
で
の
概

要
説
明
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
外
部
資
金
獲
得
が
困
難
な
状

況
に
あ
っ
て
、
上
記
の
主
旨
説
明
に
あ
る
内
容
の
一
部
は
未
だ
十
全
に
は

果
た
せ
ぬ
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
ま
た
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
本
号
の
み
な
ら
ず
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
て
き
た
公
開
研
究
会
、

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
あ
る
い
は
過
去
に
刊
行
さ
れ
た
紀
要
や
報
告
書
の

中
で
も
、
ま
た
、
各
研
究
員
の
学
内
外
で
の
個
々
の
研
究
報
告
の
中
に
も
、

そ
の
成
果
を
残
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
人
間
科
学
研
究
所
は
港
道
教
授
の
ご
遺
志
を
継
ぎ
、
今
後
も
複
数
の

専
門
領
域
間
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
現
代
社
会
の
諸
問
題
、
特
に
現
代
人

の
心
の
問
題
に
多
角
的
・
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

な
お
、
港
道
隆
教
授
の
ご
経
歴
・
ご
業
績
に
関
し
ま
し
て
は
、
本
誌
と

同
時
期
に
発
行
さ
れ
る
甲
南
大
学
文
学
部
紀
要
第
一
六
五
号
に
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

(

か
わ
た

と
き
こ)
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